




研究目的 

嗅覚はヒト以外の動物においては,種族ならびに個体の維持に,極めて重大な意義を有して

おり,哺乳動物では母子結合の成立に関しても,無視できない重要性をもっていると言われ

ている。しかしヒトにおけるこの方面の研究成果は,残念ながらまことにすくなく,わずか

に Macfarlane の業績があるにすぎない。彼は生後 1週間になると,新生児は母親の breast 

pad と,他人のそれとを嗅覚で判別できると報告している。(Macfar1ane,J.A.“Olfaction in 

the Deve-lopmentof Social Prefcrences in the Human Neonate. ” Parent-Infant 

Interaction.CIBA Foundation Sym-posium.No.33(1975))新生児が嗅覚で判別しているのは

,母乳の匂いなのか,母の体臭なのか,明らかにされてはいない。 

我々は経験的に,人乳は特有な「乳臭さ」をもっており,市乳のそれとは異なる匂いである,

ことを知っている。 

嗅覚による母児相互作用研究の基盤として,乳汁の匂いについて，その本態の解明を試みた

。 


